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◆
稲
敷
地
方
広
域
事
務
組
合

【
視
察
日
】

平
成
30
年
７
月
４
日
〜
６
日

【
視
察
先
】

〇
秋
田
県
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
本
部

〇
ウ
ィ
ン
ド
ー
ム
た
ち
か
わ

〇
山
形
県
酒
田
地
区
広
域
行
政
組

合
衛
生
施
設

【
視
察
目
的
】

　

こ
れ
か
ら
の
広
域
消
防
組
合
の

あ
り
か
た
な
ど
、
最
新
防
災
・
災

害
対
策
・
今
後
の
高
齢
化
対
応
な

ど
を
視
察
研
修
し
、
地
域
住
民
と

の
交
流
と
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
の
今
後
の
計
画
に
生

か
す
た
め
、
特
に
高
齢
化
は
今
後

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
、

弱
者
対
応
は
早
急
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
現
地
視
察
を
行

い
、
今
後
の
事
務
組
合
事
業
の
参

考
と
す
る
。

【
参
加
議
員
】
林
昌
子
・
飯
田
洋
司

【
視
察
内
容
】

　

秋
田
県
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村

圏
組
合
で
は
、
６
月
に
開
設
引
越

し
し
た
新
消
防
本
部
を
視
察
。
最

新
の
設
備
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で

も
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
の
救
急
通
報

は
、
今
後
高
齢
化
社
会
に
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ウ
ィ
ン
ド
ー
ム
た
ち
か
わ
で

は
、
風
力
発
電
は
、
地
形
を
利
用

し
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
昭
和

55
年
よ
り
実
用
化
実
験
事
業
で
ス

タ
ー
ト
。
現
在
は
、
費
用
対
効
果

と
耐
用
年
数
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

山
形
県
酒
田
地
区
広
域
行
政
組

合
衛
生
施
設
で
は
、
環
境
型
社
会

形
成
推
進
地
区
計
画
達
成
状
況
報

告
書
と
、
改
善
計
画
書
な
ど
市
民

へ
の
告
知
は
進
ん
で
い
ま
し
た
。

機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と

を
目
的
に
導
入
に
至
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、「
議
案
の
常
時
提
出
が
可

能
」、「
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
」、

「
突
発
的
行
政
課
題
へ
の
対
応
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
会
期
に
と
ら

わ
れ
ず
十
分
か
つ
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た

議
会
運
営
に
つ
い
て
は
、
会
議
資

料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
議
会
内

の
情
報
伝
達
、
危
機
管
理
上
の
緊

急
連
絡
と
後
方
支
援
、
政
務
活
動

調
査
へ
の
活
用
等
を
目
的
に
内
灘

町
で
は
平
成
26
年
度
よ
り
導
入
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
通
信
費
の
一
部
を
議
員
が

負
担
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

◆
美
浦
村
議
会
議
員
会

【
視
察
日
】

平
成
30
年
６
月
27
日
〜
29
日

【
視
察
先
】

〇
石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
議
会

〇
石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
議
会

【
視
察
目
的
】

　

現
在
、
本
村
議
会
で
積
極
的
に

推
し
進
め
て
い
る
「
議
会
改
革
」

に
お
い
て
、
更
な
る
開
か
れ
た
議

会
の
た
め
、
「
通
年
会
期
制
の
導

入
に
つ
い
て
」
、
ま
た
、
会
議
等

で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
の
「
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
利
用
し
た
議
会
運
営
に
つ

い
て
」
、
先
進
地
を
視
察
し
、
今

後
の
村
政
推
進
の
た
め
の
議
論
の

参
考
に
す
る
。

【
参
加
議
員
】
議
員
14
名

【
視
察
内
容
】

　

通
年
会
期
制
の
導
入
に
至
っ
た

経
緯
と
し
て
、
自
治
体
の
意
思
を

決
定
し
執
行
機
関
を
監
視
す
る
議

会
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
年

議
会
制
度
導
入
に
よ
り
議
会
活
動

の
更
な
る
活
性
化
を
図
り
、
そ
の

視

察

研

修

報

告
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現
在
に
至
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ

り
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
使
用
不
可

能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
平
成

25
年
３
月
に
復
旧
修
繕
が
完
了
し

再
稼
働
と
な
る
。

　

震
災
後
の
操
業
状
況
は
、
平
成

28
年
度
に
お
い
て
、
し
尿
等
の
総

収
集
量
２
万
８
０
４
㎘
で
、
東
日

本
大
震
災
以
降
沿
岸
部
で
の
し
尿

汲
み
取
り
戸
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
前
年
度
対
６
．
65
％

の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
尿
の
受
入
れ
は
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
処
理
能
力
１
１
３
㎘
／
日
の

う
ち
約
70
％
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
合
併
浄
化
槽
や
下
水
道
の
整

備
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
約
35
％

に
留
ま
り
、
浄
化
槽
汚
泥
処
理
が

約
65
％
と
な
っ
て
い
る
。

◆
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

【
視
察
日
】

平
成
30
年
７
月
４
日
〜
７
月
６
日

【
視
察
先
】

○
オ
ガ
ー
ル
紫
波

　

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町

○
亘
理
名
取
共
立
衛
生
処
理
組

合
・
名
亘
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

宮
城
県
岩
沼
市

○
宮
城
県
女
川
町
観
光
協
会

　

宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町

【
視
察
目
的
】

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
、
宮
城
県
岩
沼
市

に
あ
る
亘
理
名
取
共
立
衛
生
処
理

組
合
の
名
亘
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
宮

城
県
女
川
町
の
復
興
ま
ち
づ
く
り

の
状
況
や
、
岩
手
県
紫
波
町
に
お

い
て
公
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生

モ
デ
ル
で
あ
る
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
現
地
視
察
す
る
こ

と
に
よ
り
、
各
構
成
市
町
村
の
ま

ち
づ
く
り
行
政
等
の
参
考
と
す
る
。

【
参
加
議
員
】
石
川
修
・
小
泉
嘉
忠

【
視
察
内
容
】

　

名
亘
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

５
年
12
月
に
完
成
し
、
１
日
あ
た

り
１
１
３
㎘
（
し
尿
78
㎘
／
日
・

浄
化
槽
汚
泥
35
㎘
／
日
）
を
処
理

で
き
る
最
新
処
理
方
法
を
備
え
、

◆
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

【
視
察
日
】

平
成
30
年
７
月
４
日
〜
７
月
６
日

【
視
察
先
】

○
北
海
道
平
取
町
外
２
町
衛
生
施

設
組
合

○
北
海
道
北
し
り
べ
し
広
域
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
視
察
目
的
】

　

ご
み
処
理
施
設
の
次
期
計
画
で

あ
る
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
向
け
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

向
上
と
住
民
目
線
に
た
っ
た
環
境

学
習
等
々
の
あ
り
方
を
研
鑽
す
る
。

【
参
加
議
員
】
下
村
宏
・
塚
本
光
司

【
視
察
内
容
】

　

平
取
町
外
２
町
衛
生
施
設
組

合
は
、
組
合
構
成
人
口
２
５
，

３
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
小
規

模
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
コ
ン
パ

ク
ト
か
つ
効
率
の
良
い
施
設
と
の

印
象
を
受
け
た
。
資
源
ご
み
は
７

種
類
に
分
別
さ
れ
回
収
し
、
選
作

業
は
手
作
業
、
年
間
経
費
は
約

４
千
万
円
と
の
こ
と
。

　

北
し
り
べ
し
広
域
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
、
組
合
構
成
人
口

１
４
６
，
０
０
０
人
で
あ
り
、
非

常
に
大
規
模
な
施
設
で
あ
っ
た
。

大
規
模
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
設

備
は
充
実
し
、
大
量
の
ご
み
か
ら

資
源
を
機
械
と
手
作
業
を
併
用
し

て
選
別
、
資
源
回
収
を
行
っ
て
い

た
。

　

本
視
察
研
修
に
お
い
て
特
に
印

象
に
残
っ
た
こ
と
と
し
て
、
平
取

町
外
２
町
衛
生
施
設
組
合
の
作
業

工
程
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

収
集
作
業
を
行
い
、
搬
入
を
終

了
し
た
収
集
車
ス
タ
ッ
フ
も
選
別

作
業
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

同
じ
業
者
へ
選
別
、
回
収
の
委
託

を
行
っ
て
い
た
か
ら
可
能
な
光
景

だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
無
駄
の
な

い
運
用
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
で
効
率

の
良
い
施
設
と
の
印
象
が
強
く

残
っ
た
。

　

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
も

喫
緊
の
課
題
と
し
て
新
焼
却
炉

の
建
設

等
あ
る

が
、
今

回
の
視

察
研
修

を
糧
と

し
て
い

き
た
い
。
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あ
る
地
域
社
会
の
形
成
、
発
展
を

目
指
し
て
、
双
方
の
持
つ
資
源
の

活
用
や
様
々
な
分
野
で
の
緊
密
な

連
携
を
図
る
た
め
、
包
括
的
連
携

協
定
の
締
結
を
行
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

富
士
川
町
で
は
、
会
議
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
、
事
務
の
効
率
化
、

情
報
の
共
有
を
目
的
に
平
成
26
年

よ
り
議
会
主
導
で
導
入
の
た
め
の

検
討
を
重
ね
、
平
成
27
年
12
月
に

導
入
の
た
め
の
導
入
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
平
成
29
年
12
月
議
会

よ
り
、
完
全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

を
行
っ
て
い
る
。

◆
美
浦
村
議
会
議
会
運
営
委
員
会

【
視
察
日
】

平
成
30
年
11
月
15
日
〜
11
月
16
日

【
視
察
先
】

〇
山
梨
県　

富
士
河
口
湖
町

○
山
梨
県　

富
士
川
町

【
視
察
目
的
】

　

現
在
、
本
村
議
会
で
積
極
的
に

推
し
進
め
て
い
る
「
議
会
改
革
」

に
お
け
る
、
会
議
等
で
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
の
、
「
議
会
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
」
、
ま
た
、
「
国
立
大
学
と
の
包

括
的
連
携
協
定
に
つ
い
て
」
、
協

定
締
結
に
至
っ
た
経
緯
、
協
定
の

内
容
並
び
に
大
学
側
の
役
割
等
、

先
進
地
を
視
察
し
、
今
後
の
村
政

推
進
の
た
め
の
議
論
の
参
考
に
す

る
。

【
参
加
議
員
】
石
川
修
・
下
村
宏
・

椎
名
利
夫
・
沼
﨑
光
芳
・
小
泉
輝
忠

【
視
察
内
容
】

　

富
士
河
口
湖
町
で
策
定
す
る
計

画
の
中
で
、
諸
政
策
の
展
開
に
大

学
が
有
す
る
人
的
資
源
を
活
用

し
、
そ
の
目
的
達
成
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
と
共
に
、
地
域
貢
献

を
使
命
と
す
る
山
梨
大
学
が
、
地

域
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
活
力

　住みよい生活ができるような村づくりのため、少しでも災害の恐れのあ

る地域を少なくしていただきたい。

　穏やかな議会で、楽しく傍聴することができました。高齢者優先の村政

はありがたいですが、これからの方々により良い村政が大事だと思います。

１２月定例会を傍聴いただいた方にアンケートのご協力をお願

いしました。多数のご意見の中から一部をご紹介いたします。

ご協力ありがとうございました。

女性

男性

女性

議員の皆様の生の声を聞けて良かった。

議会傍聴の感想
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